も-つし い 

春の 山 —— と、 優に 大きく、 申出で る ほどの 事で は 

ひがん 

ない。 われら 式の ぶらぶら あるき、 彼岸 もはやく すぎ 

たんぼみ ち ち あたたか 

た、 四月 上旬の 田畝路 は、 些と のぼせる ほど 暖 い。 

しゅぜん じ あらい はお リ 

修善 寺の 温泉宿、 新 井から、 —— 着て 出た 羽織 は 脱 

ぎたいく らい。 が 脱ぐ と、 ステッキの 片手の 荷になる。 

つれの 家内が 持って 遣ろうと いうの だけれ ど、 二十 か、 

ようす い 

三十 そこそこで 双方 容 子が 好い の だと 野 山の 景色に も 

むらさきす そご こざく らお どし 

なろう もの …… 紫 末 濃 でも 小桜緘 でも 何でもない。 

ちゃ じ ま ぬの こ すみれ 

茶 縞の 布 子と 来て、 董、 げんげに も 恥 かしい。 …… 第 

ちょうちょう そ で 

一 そこらに ひらひら している 蝶 々 の 袖に 対しても、 

かりぎぬ いしょう もち こうけん 

果報 ものの 狩 衣で はない、 衣装 持の 後見 は、 いきすぎ 



「わらび II …… 小さな ので もい いの、 かわいらしい、 

あなたの ような。」 

この 無遠慮な 小母さんに、 妹 は あっけに 取られた が、 

うなず 

姉の 方 は 頷 いた。 

せんべ い 

「はい、 お 煎餅、 少しです よ。 …… お 二人で ね …… 」 

お 駄賃に、 懐紙に 包んだ の を 白銅 製の もの かと 思う 

と、 銀の 小粒で …… 宿の 勘定 前 だから、 怪しから ず 気 

前が 好い。 

つ ま 

女の子 は、 半分 気味の 悪そう に 狐に 魅 まれで もした 

てのひら やますそ 

ように 掌 に 受ける と 二人 を、 山裾の この 坂 口 ま 

で、 導いて、 上へ 指さし をした —— その 来た 時と おん 



なじに 妹の 手 を 引いて、 少しせ き 足に あの 径を、 何 だ 

か、 ふわ ふわと 浮いて 行く。 …… 

さて、 二人が その 帰り道で ある。 なるほど 小さい、 

白魚ば かり、 そのかわり、 根の 群青に、 薄く 藍 を ぼか 

さき ま むらさき 

して 尖の 真 紫な の を 五、 六本。 何、 牛に 乗らない だけ 

せんか め わらわ しめし 

の 仙 家の 女の 童の 指示で ある …… もっと 山 高く、 草 

深く 分 入れば だけれ ども、 それに はこの 陽気 だ、 蛇 化 

という 障碍が あって、 望む ものの 方に、 苦行が 足りな 

い。 で、 その 小さな の を 五、 六本。 園 女の 鼻紙の 間に 

すみれ 

何とかい ぅ董に 恥よ。 懐に して、 もとの 野道へ 出る と、 

小 鼓 は 響いて 花 菜 は 眩い。 影 はいない。 II 彼処に、 



慾 張った。 

とはいえ、 何となく 胸に 響いた。 響いた の は、 形容 

でも 何でもない。 川 音が タタと 鼓 草 を 打って 花に 日の 

光が 動いた ので ある。 濃く 香し い、 その 幾重の 花葩 

の裡 に、 幼児の 姿 は、 二つながら 吸われて 消えた。 

…… ものに は 順が ある。 —— 胸の せまる まで、 二人 

じつ きょうだい みまも たち ま 

が II 思わず 熟と 姉妹 の 顔 を 瞻 つ た 時、 忽 ち 背中 

で —— もお —— と 鳴いた。 

振 向く と、 すぐ 其処に 小屋が あって、 親が 留守の 犢 

が 光った 鼻 を 出した。 

—— もお —— 



かげろう のどか ぎんぷん は 

濡れた 鼻息 は、 陽炎に 蒸されて、 長閑に 銀粉 を 刷い 

ひま きょうだい 

た。 その 隙に、 姉妹 は 見え なくなつ たので ある。 桃 

ほぼえ 

の 花の 微笑む 時、 黙って 顔 を 見合せ た。 

子の ない 夫婦 は、 さびしかった。 

おなじような ことがある。 様子 はちよ つと 違って い 

るが、 それ も修善 寺で、 時節 は 秋の 末、 十 一 月 はじめ 

だから、 …… さあ、 もう 冬であった。 

場所 は II 前記の は、 桂 川 を 上る、 大師の 奥の院へ 

行く 本道と、 渓流 を 隔てた、 川 堤の 岐路だった。 これ 

しんていし やじよ-つ 

は 新 停車場 へ 向って、 ずっと 滝の 末と もい おう、 瀬の 

おお ひとが よ わき たんぼ 

下で、 大仁 通いの 街道 を 傍へ 入って、 田 畝の 中 を、 小 



で 居眠り をす るら しい。 

すそ つま 

向って、 外套の 黒い 裙と、 青い 棲で 腰 を 掛けた、 む 

ら 尾花の 連 つて 輝く 穂 は、 キラ キラと^ 銀の 波で ある。 

預けた、 竜胆の 影が 紫の 灯の ように 穂 をす いて、 昼 

すすき 

の 十日ば かりの 月が 澄む。 稲の 下に も 薄の 中に も、 

せ せらぎ ささや 

細流の 囁く ように、 ちちろ、 ちちろと 声が して、 その 

鳴く 音の 高低に、 静まった 草 もみじが、 そこらの 刈 あ 

とに こぼれた 粟の 落 穂と ともに、 風の ない のに 軽く 動 

いた。 

ふもと ちリ やきば 

麓 を 見る と、 麈焼場 だとい う、 煙突が、 豚の 鼻面の 

ように 低く 仰向いて、 むくむ くと 煙 を 噴く のが、 黒く 



「春 時分 は、 筍が 掘って 見たい 筍が 掘って 見たい と、 

そう-ざ い 

御主人 を 驚かして、 お 惣菜に ありつく の は 誰 さ。 …… 

ああ、 おいし そうだ、 頰 辺から、 菓 汁が 垂れて いる じ や 

ありま せんか。」 

横な で をした ように、 妹の 子 は 口 も頰も —— 熟柿と 

見えて、 だら りと 赤い。 姉 は 大きな の を 握って いた。 

よだれ はな ところ 

诞も、 演も 見える 処 で、 

「その 柿、 おくれな、 小母さんに。」 

だしぬけ 

と 唐突に いった。 

せんりゅう くま さか すね 

昔 は、 川柳に、 熊 坂の 脛の あたりで、 みいん、 みい 

すすき すそ こおろぎ おなさ ご 

ん。 で、 薄の 裾に は、 蟋蟀が 鳴く ばかり、 幼児の 目に 
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